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フランスの地で、日本のやきものをめぐる息の長い構想を形に─ 「Maison Wabi-Sabi」の思い

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る

日
本
の
陶
芸

こ
の
度
、
本
誌
「
陶
説
」
に
寄
稿
し
て

き
た
過
去
二
回
の
文
章
を
通
じ
て
、
フ
ラ

ン
ス
人
の
私
が
、
日
本
に
お
け
る
日
本
の

陶
芸
に
対
す
る
き
わ
め
て
個
人
的
な
見
解
を

つ
づ
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
稿
で

は
、
二
〇
一
七
年
に
始
動
し
た
「M

aison 
W

abi-Sabi

」
の
活
動
を
通
し
て
得
ら
れ
た

経
験
を
も
と
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
日
本

陶
芸
に
つ
い
て
私
見
を
お
話
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
の
考
え
は
、
私
が
主
催
し
た
フ
ラ

ン
ス
の
展
示
会
で
の
数
多
く
の
出
会
い
に
加

え
、
S
N
S
上
で
交
わ
さ
れ
た
、
さ
ま
ざ

ま
な
対
話
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
経
験
と
実
感

に
基
づ
く
も
の
で
す
。

長
年
に
わ
た
り
活
動
を
続
け
る
中
で
、
と

り
わ
け
強
く
実
感
し
て
い
る
の
は
、
日
本
の

手
仕
事
に
よ
る
陶
芸
に
対
し
て
、
人
々
が
深

い
関
心
を
寄
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
が
出
会
っ
た
人
々
は
、
日
本
陶
芸
に
つ
い

て
さ
ら
に
理
解
を
深
め
た
い
と
い
う
思
い
が

第
3
回

フランスの地で、
日本のやきものをめぐる息の長い構想を形に─

M a i s o n  W a b i - S a b i の 思 い

日本の陶芸に魅了された筆者が、
日本のすみずみまで作家の工房を訪ねた
セラミックツアー（窯場・工房めぐり）について語る。
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ギャラリー外観
Maison Wabi-Sabiは常設
ギャラリーは持っておらず、
毎回、La Galerie Guillem（8 

rue du Général Guilhem, 

Paris, France 75011）で、季
節毎に、Collection HARU, 

NATSU, AKI, FUYU と 題
し、1年に4回の展示を行っ
ている。その他に 1年に 1

～ 2回春か秋に特別企画
展として、個展かテーマを
設けたグループ展を開催。
2026年 10月は「織部展」開
催予定。

パリで日本の陶芸を販売する
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フランスの地で、日本のやきものをめぐる息の長い構想を形に─ 「Maison Wabi-Sabi」の思い

強
く
、
そ
の
産
地
、
制
作
工
程
や
技
法
、
そ

し
て
何
よ
り
も
、
一
つ
一
つ
の
作
品
の
背
後

に
い
る
作
家
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
日
本
の
陶
芸
は
、
単
な
る
器
や
オ

ブ
ジ
ェ
と
し
て
で
は
な
く
、
作
家
の
思
い
・

技
法
・
人
生
が
凝
縮
さ
れ
た
「
ス
ト
ー
リ
ー

を
持
つ
造
形
」
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
作
品
の
背
景
を
知

る
こ
と
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
鑑
賞
す
る
上
で

重
要
な
一
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
日
常
使

い
を
目
的
と
し
た
手
仕
事
か
ら
な
る
「
う

つ
わ
」
は
、
い
ま
だ
に
、
富
裕
層
や
コ
レ

ク
タ
ー
、
あ
る
い
は
一
部
の
愛
好
家
だ
け
に

許
さ
れ
た
高
級
品
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る

こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
多
く
の

人
々
は
、
そ
れ
を
あ
く
ま
で
も
鑑
賞
・
装
飾

の
た
め
の
器
と
考
え
、「
破
損
し
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
懸
念
か
ら
、
実
際

に
料
理
を
盛
り
付
け
た
り
日
々
の
食
卓
で
用

い
た
り
す
る
こ
と
を
た
め
ら
い
ま
す
。
そ
こ

に
は
、「
手
仕
事
の
陶
器
は
繊
細
で
壊
れ
や

す
い
も
の
に
違
い
な
い
」
と
い
う
先
入
観
が

根
強
く
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
私
は
展
示
会
で
来
場
者
に
、

陶
芸
作
品
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
し
、
そ
の

魅
力
を
共
有
し
、
さ
ら
に
は
器
を
見
る
眼
を

育
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
陶
芸
は
、
日
本
の
み
な
ら
ず
世

界
各
地
に
お
い
て
先
史
時
代
か
ら
営
ま
れ
て

き
た
、
人
類
最
古
の
造
形
文
化
の
一
つ
で

す
。
し
か
し
今
日
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
あ

る
「
う
つ
わ
」
は
、
安
価
に
流
通
す
る
工
業

製
品
へ
と
大
き
く
移
行
し
、
そ
れ
が
日
用
品

に
対
す
る
私
た
ち
の
価
値
観
や
向
き
合
い
方

を
大
き
く
変
化
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
手
仕
事
の
陶
芸
と
の
距
離
は
、
い
つ
し

か
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。

日
本
の
陶
芸
へ
の

イ
メ
ー
ジ

日
本
の
陶
芸
家
に
よ
る
手
仕
事
の
作
品
を

求
め
る
人
々
は
実
に
多
様
で
す
。
展
示
会
に

は
、
ふ
ら
り
と
立
ち
寄
る
一
般
の
来
場
者
か

ら
、
コ
レ
ク
タ
ー
、
陶
芸
家
、
さ
ら
に
は
飲

食
業
に
携
わ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
々
が
足
を
運
び
ま
す
。

年
齢
層
は
概
ね
二
十
五
歳
か
ら
八
十
五
歳
で
、

来
場
者
の
約
七
割
が
女
性
、
三
割
が
男
性
で

す
。フ

ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
日
本
の
陶
芸
と
出

会
う
一
般
的
な
接
点
は
S
N
S
が
多
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
を
訪
ね
て
陶

芸
家
や
職
人
を
取
材
し
、
ア
ト
リ
エ
で
の
制

作
現
場
を
紹
介
す
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
た
ち
の

存
在
も
、
そ
の
認
知
を
広
げ
る
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
近
年
で
は
、

陶
芸
全
般
へ
の
関
心
の
高
ま
り
も
、
日
本
陶

芸
へ
の
注
目
を
集
め
る
大
き
な
要
因
で
す
。 

と
は
い
え
、
日
本
の
陶
芸
に
対
す
る
一
般
的

な
イ
メ
ー
ジ
は
、
依
然
と
し
て
半
工
業
製
品

や
工
業
生
産
に
よ
る
量
産
品
と
結
び
つ
け
ら

れ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
、

す
べ
て
の
工
程
を
手
仕
事
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
る
陶
芸
作
品
は
、
陶
芸
家
の
所
作
や
人

間
性
、
さ
ら
に
は
受
け
継
が
れ
て
き
た
技
法

に
価
値
を
見
出
す
人
々
の
心
を
、
と
り
わ
け

強
く
惹
き
つ
け
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

陶
芸
が
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス

で
も
、
日
本
の
手
仕
事
に
よ
る
陶
芸
に
対
す

る
理
解
は
、
い
ま
だ
十
分
に
深
ま
っ
て
い
る

と
は
言
い
難
く
、
そ
の
背
景
に
は
歴
史
的
な

経
緯
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。 

十
九
世

紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
市
場
に
広
く
流
通
し
た
日
本
製
陶
磁

器
の
多
く
は
、
手
工
業
生
産
に
よ
る
量
産
品

で
し
た
。
こ
の
現
象
は
日
本
が
パ
リ
万
博
に

出
展
し
た
翌
年
一
八
六
八
年
以
降
に
本
格
化

し
、
一
八
九
〇
年
頃
か
ら
一
九
三
〇
年
頃
に

か
け
て
最
盛
期
を
迎
え
た
後
、
一
九
三
〇
年

代
末
に
は
次
第
に
衰
退
の
道
を
歩
み
ま
し
た
。

戦
後
の
一
九
四
五
年
以
降
、
日
本
か
ら
の

輸
出
は
徐
々
に
再
開
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
背

景
に
は
戦
前
と
は
大
き
く
異
な
る
経
済
状
況

が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
製
の
陶
磁
器
は
、
と

り
わ
け
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
品
に
比
べ
て
三
割
か

ら
五
割
ほ
ど
安
い
価
格
で
供
給
さ
れ
た
こ
と

内側よりショーウィンドウギャラリーの内観ギャラリーの内観展示の様子
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か
ら
、
市
場
で
大
き
な
成
功
を
収
め
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
「
異
国
情
緒
」
を
感
じ
さ
せ

る
意
匠
も
、
十
九
世
紀
末
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を

席
巻
し
た
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
潮
流
と
も
響
き

合
い
、
高
い
人
気
を
博
し
ま
し
た
。
と
り
わ

け
フ
ァ
イ
ン
・
ポ
ー
セ
リ
ン
の
分
野
に
お
い

て
は
、
そ
の
品
質
の
高
さ
が
評
価
さ
れ
、
日

本
製
の
陶
磁
器
は
国
際
市
場
で
確
固
た
る
地

位
を
築
い
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
歴
史
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
長
く
深

い
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。
現
在
で
も
、「
日

本
の
陶
芸
」
と
聞
く
と
、
多
く
の
人
が
真
っ

先
に
こ
う
し
た
工
業
製
品
や
半
工
業
製
品
を

思
い
浮
か
べ
る
の
で
す
。
手
仕
事
に
よ
る
陶

芸
が
持
つ
驚
く
ほ
ど
の
豊
か
さ
、
多
種
多
様

な
工
房
、
地
域
ご
と
の
伝
統
、
そ
し
て
そ
れ

ら
を
支
え
る
男
女
の
作
り
手
た
ち
の
存
在
は
、

い
ま
だ
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で

す
。
私
が
「M

aison W
abi-Sabi

」
を
通
じ

て
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
こ

の
、
今
も
息
づ
く
豊
か
な
生
き
た
歴
史
な
の

で
す
。

M
aison W

abi-Sabi 

取
り
扱
い
作
家
一
覧

（
2
0
2
6
年
7
月
現
在
）

BRIA
N

T, C
yril D

EN
N

ERY, E
dith BELLO

D
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Florence LU
C

C
H

IN
I, G

uillaum
e PA

R
ISO

N
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Jules LE
R

O
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E
R

N
IE
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, K

ristina 
M

A
SK

O
S, L
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IC

H
A

R
Z

, M
athilde 

D
U

M
O

U
SSE

A
U

, M
aud T

H
IÉ

FA
IN

E
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Patrizia RO
V

ERE
, Peggy G

ER
M

A
IN
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PO

T
T
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Z

, Sara M
A

U
V
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rgile124, 

Stéphane R
A

Y
M

O
N

D
 de A

telier Setsuko, 
�

érèse LA
U

M
A

ILLÉ
, Véronique M

A
U

RY

フ
ラ
ン
ス
以
外
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
作
家
　
計
7
名

T
om

asz N
IE

D
Z

IÓ
ŁK

A
 

（
ド
イ
ツ
）
、Yuta 

SE
G

A
W

A
 

（
イ
ギ
リ
ス
）　

瀬
川
勇
太
、G

eert 
VA

N
 D

ER
 BO

R
G

H
T

 （
ベ
ル
ギ
ー
）
、A

lfonso 
d’O

rs 

（
ス
ペ
イ
ン
）
、Jacopo C

U
C

C
I 

（
イ
タ
リ

ア
）、M

ichał KO
C

Z
O

R
 

（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）
、Sean 

SILVA
 （

ポ
ル
ト
ガ
ル
）

 

そ
の
他
の
国
　
計
6
名

V
ictoria D

RISA
LD

I &
 Fernando LÓ

PEZ
 de 

E
spacio C

erám
ica 

（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）
、Tara 

M
AY

E
R

 （
カ
ナ
ダ
）
、L

ee E
un B

um
 （

韓
国
）
、

Park Jae G
uk

（
韓
国
）、W

on C
hai

（
ラ
オ
ス
）、

A
aron SC

Y
T

H
E

 （
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）

日
本
で
活
躍
す
る
作
家（
五
十
音
順
）　
計
61
名

荒
川
智
、
安
洞
雅
彦
、
池
田
省
吾
、
伊
豆
野
一
政
、

伊
勢
﨑
創
、
伊
藤
実
山
、
伊
藤
千
穗
、
岡
田
泰
、
尾

西
宏
紀
、
金
本
卓
也
、
川
口
由
美
子
、
北
村
風
巳
、

倉
田
英
郎
、
小
辻
真
一
、
小
割
哲
也
、
坂
口
健
、
佐

藤
富
江
、
佐
藤
久
志
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
・
イ
ラ
ズ
ム
ス
、

柴
岡
力
、
柴
田
良
三
、
澁
田
寿
昭
、
清
水
潮
、
釋
永

由
紀
夫
、
釋
永
陽
、
瀬
戸
口
晧
嗣
、
瀬
戸
口
豊
寛
、

竹
内
真
吾
、
谷
本
貴
、
辻
村
塊
、
辻
村
唯
、
寺
田
鉄

平
、
陶
工
房
斿
、
豊
福
博
、
中
川
恭
平
、
波
多
野
英

生
、
浜
田
敦
士
、
濱
田
友
緒
、
藤
原
和
夫
、
藤
村

州
二
、
マ
イ
ク
・
マ
ル
テ
ィ
ノ
、
前
川
妙
子
、
槇
原

太
郎
、
松
永
真
哉
、
水
野
半
次
郎
、
宗
像
利
訓
、
村

上
周
、
村
田
紀
之
、
森
敏
彰
、
山
元
一
真
、
山
本
太

仙
、
柳
下
季
器
、
ユ
ア
ン
・
ク
レ
イ
グ
、
雪
ノ
浦
裕

一
、
吉
田
豊
一
、
吉
田
学
、
吉
田
雄
貴
、
吉
野
香
岳
、

渡
邊
葵
、
渡
邊
敏
明
、
渡
仁

フ
ラ
ン
ス
人
作
家
　
計
23
名 
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